
【

報

告

】

４
／
２
０
（
土
）
総
会
・
・
市
民
館
（
講
演
：
上
園
正
人
氏
）

／
２
６
（
金
）
県
文
化
財
保
護
指
導
員
研
修
会
（
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

５
／
２
８
（
火
）
大
隅
地
域
文
化
財
保
護
審
議
会
総
会
（
垂
水
市
民
館
）

６
／
３
０
（
日
）
大
隅
史
談
会
理
事
会
（
ホ
テ
ル
こ
ば
や
し
）

７
／
８
（
月
）
第
１
回
垂
水
市
文
化
財
保
護
審
議
会
（
文
化
会
館
）

／
１
０
（
水
）《
県
民
の
日
》
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
：
垂
水
島
津
家
資
料
の
一
部

を
展
示
（
図
書
館
）

／
１
９
（
金
）
垂
水
史
談
会
理
事
会
（
文
化
会
館
）
→
今
年
度

研
修
先
を
出
水
の
武
家
屋
敷
を
候
補
と
す
る
。

８
／
４
（
日
）
『
戦
争
の
あ
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
を
知
ろ
う
』
・
・
図
書
館
展
示

～
８/
２
３

―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
元
（
平
成
３
１
）
年
度

―

垂
水
史
談
会
総
会
開
催

―

平
成
３
１
年
４
月
２
０
日
、
垂
水
市
民
館
に
お
い
て
、
平
成
３
１
（
令
和

元
）
年
度
垂
水
史
談
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
３
０
年
度
の
経
過
報
告
、

決
算
や
、
平
成
３
１
（
令
和
元
）
年
度
の
計
画
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総

会
終
了
後
に
は
、
中
国
近
代
史
研
究
会
事
務
局
長
の
上
園
正
人
氏
か
ら

『
島
津
貴
澄
と
そ
の
時
代
―
垂
水
に
お
け
る
文
芸
興
隆
を
中
心
と
し
て
―
』

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

【
講
演
の
概
要
―
上
園
氏
の
レ
ジ
メ
よ
り
】

江
戸
期
、
垂
水
に
お
い
て
文
芸
が
大
い
に
興
隆
し
た
。
そ
れ
を
推
進

し
た
の
は
十
代
垂
水
領
主
島
津
貴
澄
と
九
代
島
津
貴
儔
の
庶
子
末
川
周

山
で
あ
っ
た
。
前
者
は
漢
詩
・
漢
文
を
、
後
者
は
和
歌
・
和
文
を
中
心

に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
（
ち
な
み
に
県
立
短
大
の
教
授
橋
口
晋
作
氏

は
「
周
山
は
、
貴
澄
の
文
化
政
策
の
補
欠
を
試
み
始
め
た
と
い
え
よ
う
」

と
の
べ
て
お
ら
れ
る
）
。

Ⅰ

島
津
貴
澄
の
文
教
政
策

①
島
津
貴
澄(

1
7
3
8

～1
8
0
7
)

に
つ
い
て

初
め
の
名
は
貴
澄
、
字
は
玄
淵
、
の
ち
に
元
直
、
字
を
温
之
と
改

め
る
。
豫
章
と
号
す
。
島
津
吉
貴
の
第
五
子
。
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
実
兄

貴
儔
の
養
子
と
な
る
。
宝
暦
十
四
年
（
明
和
元
年<

1
7
6
4
>

）
、
幕
府
よ
り

賜
物
の
あ
っ
た
島
津
重
豪
に
代
っ
て
お
礼
言
上
の
た
め
に
江
戸
へ
赴
き
、

将
軍
徳
川
家
治
に
見
え
る
（
貴
澄
に
と
っ
て
生
涯
１
回
だ
け
の
江
戸
訪

問
→
『
廢
簏
詩
稿
』
に
詩
あ
り
）
。
安
永
四
年(

1
7
7
5
)

、
貴
儔
を
嗣
ぎ
垂

水
領
主
と
な
る
。
安
永
五
年(

1
7
7
6
)

、
文
行
館
を
創
設
。
安
永
八
年(

1
7
7
9
)

十
月
一
日
の
桜
島
大
爆
発
の
際
、
被
災
民
の
救
済
に
尽
力
（
天
保
九
年

(
1
8
3
8
)

、
島
津
貴
典
の
命
に
よ
り
伊
地
知
季
虔
が
『
桜
島
燃
記
』
を
著

し
、
貴
澄
を
顕
彰
）
。
安
永
十
年(

1
7
8
1
)

、
九
州
遊
歴
中
の
市
川
鶴
鳴
に

「
桜
島
焼
亡
塔
」
碑
文
委
嘱
。
寛
政
十
二
年(

1
8
0
0
)

、
漢
詩
集
『
廢
簏

詩
稿
』
を
編
輯
。
享
和
三
年(
1
8
0
3
)

、
家
督
を
貴
品
に
譲
る
。
文
化
四

年(
1
8
0
7
)

、
死
去
。
享
年
七
十
。
交
流
の
あ
っ
た
儒
者
向
井
友
章
は
島

津
貴
澄
を
「
温
柔
敦
厚
（
温
厚
従
順
で
人
情
が
厚
い
）
」
と
評
し
た
。

②
乾
徽
猷
・
市
川
鶴
鳴
の
招
聘

ａ)

乾
徽
猷
…
讃
岐
丸
亀
出
身
の
儒
者
。
名
は
冠
太
（
官
太
と
も
）
、

字
は
君
象
、
号
は
文
溟
。
の
ち
名
を
周
左
衛
門
と
改
め
る
。
荻
生
徂
徠

門
下
の
大
内
熊
耳
に
学
ん
だ
と
す
る
記
述
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
ず
。

貴
澄
に
仕
え
始
め
た
時
期
に
つ
い
て
、
市
史
は
「
明
和
九
年(

1
7
7
2
)

」

【

お
知
ら
せ

】
―

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

―

毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
六
時
半
か
ら
、
垂
水
市
民
館
で
垂
水
の
郷
土

史
や
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
、
定
例
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
垂
水
市
史
』
の
読
み
合
わ
せ
が
基
本
で
す
が
、
資
料
を
持
ち
寄
っ

て
の
勉
強
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
残
る
文
化
財
や
史
跡
め

ぐ
り
な
ど
、
現
地
研
修
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と
す
る
。
乾
家
系
図
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
乾
撰
の
「
垂
城

修
手
貫
祠
記
」
に
は
安
永
二
年(

1
7
7
3
)

八
月
に
垂
水
に
や
っ
て
来
た
と

あ
る
。
安
永
五
年
に
文
行
館
が
創
設
さ
れ
る
や
、
教
授
と
な
る
。
安
永

八
年(

1
7
7
9
)

、
貴
澄
に
「
対
策
」
を
上
呈
し
、
困
窮
農
民
の
救
済
策
を

論
じ
た
。
同
九
年(

1
7
8
0
)

、
文
行
館
学
頭
と
な
る
。
約
三
十
年
ほ
ど
子

弟
の
教
育
に
勤
め
た
。
晩
年
、
故
郷
讃
岐
に
帰
る
。

ｂ)

市
川
鶴
鳴
…
高
崎
藩
出
身
の
儒
者
。
名
は
匡
、
字
は
子
人
、
通
称

は
多
門
、
号
は
鶴
鳴
。
垂
水
の
家
老
職
に
あ
っ
た
際
は
左
大
夫
と
い
っ

た
。
大
内
熊
耳
に
師
事
。
九
州
を
遊
歴
し
て
い
て
出
会
っ
た
島
津
貴
澄

に
依
頼
さ
れ
て
安
永
十
年
（
天
明
元
年
）
、
「
桜
島
焼
亡
塔
」
碑
文
を
撰

す
る
。
天
明
四
年(

1
7
8
4
)

の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が
、
正
式
に
貴
澄
に

招
聘
さ
れ
る
。
文
行
館
経
営
に
も
力
を
入
れ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
市

史
下
巻
に
「
「
治
国
の
要
は
教
育
な
り
」
と
家
老
市
川
左
太
夫
に
命
じ
て
、

学
校
を
創
立
せ
し
め
た
」
と
あ
る
が
、
当
時
市
川
は
ま
だ
垂
水
に
い
な

い
。
家
老
市
川
が
打
ち
出
し
た
財
政
再
建
策
が
強
い
批
判
を
受
け
、
天

明
六
年(

1
7
8
6
)

退
役
さ
せ
ら
れ
て
、
垂
水
を
離
れ
る
。
市
川
は
多
く
の

著
作
を
残
し
て
い
る
が
、
垂
水
在
留
中
の
著
作
と
し
て
「
南
中
独
語
」

「
君
道
篇
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
市
川
に
関
す
る
文
書
・
記
録
も

含
め
徹
底
的
に
廃
棄
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
。

③
文
行
館
の
創
設

ａ)

創
設
の
背
景

・
造
士
館
創
設
（
安
永
二
年<

1
7
7
3
>

）
→
教
育
・
学
問
を
奨
励
す

る
気
運
の
高
ま
り

・
貴
澄
…
漢
詩
に
興
味
を
持
つ
実
父
吉
貴
の
影
響
（
橋
口
晋
作
氏

の
指
摘
）

ｂ)

「
文
行
館
」
名
称
の
由
来

・
『
論
語
』
述
而
篇
の
「
子
以
四
教
、
文
行
忠
信
（
子
、
四
つ
を

以

て
教
う
。
文
、
行
、
忠
、
信
）
」
（
岩
波
文
庫
版
参
照
）
の
「
文

行
」
に
基
づ
く
か
？

孔
子
が
教
育
に
お
い
て
重
視
し
た
四
つ

の
も
の
。
文
は
読
書
、
行
は
実
践
、
忠
は
誠
実
、
信
は
信
義
。

ｃ)

運
営
内
容

・
学
校
経
費
：
一
切
領
主
が
負
担

・
教
員
：
記
録
奉
行
お
よ
び
勘
定
奉
行
等
の
内
か
ら
兼
務
、
員
数

五
名
以
内
、
定
番
一
名

・
生
徒
：
士
分
に
限
る
、
年
齢
十
歳
よ
り
入
学
、
数
は
百
名
以
内
、

自
費
生

・
テ
キ
ス
ト
：
孝
経
・
小
学
・
四
書
五
経
・
近
思
録
・
諸
子
百
家

の
書
・
史
書
な
ど

・
一
日
の
授
業
内
容
：
素
読
→
習
字
→
復
読
→
精
書
→
退
室

ｄ)

関
係
者

・
垂
水

乾
徽
猷
・
市
川
鶴
鳴
…
前
記
参
照

郡
司
綱
光
（
郡
璧
）
…
郡
司
喜
兵
衛
、
字
は
潤
夫
、
号
は
玄
圃
。

文
化
四
年(

1
8
0
7
)

、
文
政
十
三
年(

1
8
3
0
)

に
文
行
館
勤
務
の
記

録
あ
り
。
貴
澄
の
『
廢
簏
詩
稿
』
校
訂
者
の
一
人
で
、
垂
水
知

文
行
館
事
と
し
て
「
書
廢
簏
詩
稿
附
録
後
」
を
記
す
（
文
化
八

年
）
。
内
田
昌
貞
・
梅
本
実
先
・
橋
口
兼
定
・
川
上
親
胤
ら

・
そ
の
他

『
垂
水
市
史
』
上
巻
（
昭
和
４
９
年
）
よ
り



「［
島
津
貴
澄
は
］
特
に
民
風
を
振
興
す
る
に
は
文
教
よ
り
善
き

も
の
は
な
し
と
考
え
て
本
藩
か
ら
向
井
友
章
、
黒
田
為
国
等
の

儒
臣
を
招
き
（
当
時
市
来
源
右
衛
門
、
伊
地
知
小
十
郎
等
の
文

臣
と
絶
え
ず
往
来
し
た
と
の
こ
と
）
…
」

・
向
井
友
章
…
諱
は
友
章
、
字
は
達
夫
、
号
は
滄
浪
・
賀
山
山

人
。
昌
平
黌
で
学
ん
だ
後
、
帰
藩
し
て
御
薬
園
奉
行
格
と
な
る
。

そ
の
後
大
島
付
役
を
勤
め
る
。
島
民
に
苛
酷
な
役
人
を
批
判
し
、

「
清
風
」
を
心
掛
け
た
。
の
ち
に
門
人
・
米
良
則
文
・
新
納
時

升
ら
が
役
人
と
し
て
島
に
赴
く
際
に
清
風
の
こ
と
を
話
し
て

送
り
出
し
た
。
の
ち
官
を
辞
め
て
家
塾
を
開
く
。
文
化
九
年

(
1
8
1
2
)

病
没
。

ｅ)

終
焉

・
島
津
貴
典
→
学
問
不
振
を
歎
じ
て
監
督
（
梅
本
実
先
が
担
当
）

を
置
く
（
弘
化
四
年<

1
8
4
7
>

）

・
明
治
維
新
ま
で
存
続

→
明
治
二
年(

1
8
6
9
)

十
二
月
、
高
崎
正
風
、
垂
水
学
校
創
設
。

『
学
則
』
を
著
す

④
『
廢
簏
詩
稿
』
編
輯

・
寛
政
十
二
年(

1
8
0
0
)

の
島
津
元
直
温
之
（
貴
澄
）
の
序
あ
り
。

こ
の
時
「
廢
簏
詩
稿
」
と
し
て
編
輯
。
上
梓
の
希
望
は
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
序
文
で
人
に
示
そ
う
と
欲
し
た
も
の
で
は

な
く
、
自
ら
笑
楽
に
供
す
る
だ
け
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

編
者
伊
地
知
季
眤
の
序
文
に
「
［
貴
澄
］
詩
賦
を
作
る
を
好

む
。
故
に
邑
中
の
士
、
靡
然
と
し
て
之
に
従
う
。
上
の
好
む
所
、

下
必
ず
之
に
従
う
」
と
あ
る

Ⅱ

加
治
木
領
主
島
津
久
徴
と
の
比
較

島
津
久
徴(

1
7
5
2

～1
8
0
9
)

・
毓
英
館
創
設
（
天
明
四
年<

1
7
8
4
>

）
久
徴
の
父
は
島
津
貴
澄
の
実
兄

継
豊
の
子
、
久
峰
（
知
覧
領
主
と
な
る
）

→
儒
学
者
山
田
君
豹
・
郡
山
元
賓
ら
と
交
流
。
造
士
館
創
設

以
前
に
知
覧
に
「
胥
傚
館
」
創
設
。
造
士
館
の
創
設
は
久
峰
の
献
策

で
あ
る
と
も
い
う
。
漢
詩
集
『
毅
斎
遺
稿
』
残
す
。

・
自
作
の
漢
詩
集
『
名
山
楼
詩
集
』
『
名
山
楼
集
二
編
』
『
名
山
楼
詠
物

百
首
』
刊
行

＊
＊
『
名
山
楼
集
』
は
島
津
貴
澄
『
廢
簏
詩
稿
』
編
輯
に
刺
激
を
与

え
た
と
い
う

・
家
臣
た
ち
の
著
作
（
特
に
和
歌
）
は
現
在
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず

―
お
わ
り
に
―

島
津
貴
澄
の
業
績

・
文
行
館
を
創
設
し
、
人
材
育
成
に
尽
力
→
貴
澄
の
没
後
、
続
々
と

成
果
現
れ
る

・
乾
徽
猷
・
市
川
鶴
鳴
ら
藩
外
の
人
材
採
用
や
本
府
の
儒
者
（
向
井

友
章
な
ど
）
ら
と
の
交
流

・
漢
詩
を
詠
む
こ
と
を
好
み
『
廢
簏
詩
稿
』
編
輯

→
家
臣
等
の
文
芸
志
向
生
む
（「
上
の
好
む
所
、
下
必
ず
之
に
従
う
」
）

―
―
―
―
―
―
―

【

研
究
ノ
ー
ト

】

「
前
田
直
治
墓
」
墓
碑
銘

（2
0
1
9
.
3
.
3
1

確
認

瀬
角
龍
平
）

西
南
戦
争
に
新
城
郷
か
ら
西
郷
軍
と
し
て
出
陣
し
、
鹿
児
島
の
武
村
で
戦

死
し
た
前
田
直
治
氏
の
墓
碑
銘
で
あ
る
。
墓
石
は
、
旧
国
鉄
大
隅
線
新
城
駅

跡
の
東
側
の
末
川
家
墓
域
の
近
く
に
存
在
し
、
横
た
え
て
あ
っ
た
も
の
。
墓

石
に
は
側
面
に
漢
文
が
記
さ
れ
て
い
る

【
転
写
】

（
正
面
）

前
田
直
治
墓

（
左
面
）

明
治
十
年
旧
五
月
二
十
四
日
於

鹿
児
島
武
村
而
戦
死
義

父
同
十
一
年
四
月
九
日
収
其
遺

（
背
面
）

體
而
帰
因
埋
之
於
茲
土

云（
右
面
）

行
年
二
拾
六
歳

【
読
み
下
し
】・
・
左
面
か
ら

明
治
十
年
旧
五
月
二
十
四
日
、
鹿
児
島

た
け
む
ら

武
村
に
於
て
戦
死
。
義
父
、
同
十
一

年
四
月
九
日
、
其
の

い
た
い

遺
體
を
収
め
て
帰
り
、

よ因
っ
て

こ之
れ
を

こ
こ茲

の
土
に

う
ず埋

む

と
い云

ふ
。

行
年
二
拾
六
歳

（
高
さ
：
６
０
．
０
㎝

縦
、
横
と
も
２
４
．
５
㎝
）

―
た
る
み
ず
春
秋
―

投
函
の
後
の
推
敲
戻
り
梅
雨

寺
山

紀
子

自
分
の
作
品
を
投
函
し
た
後
に
、
推
敲
し
直
し
て
み
て
、
こ
っ
ち
の
ほ
う
が

良
か
っ
た
、
ま
た
、
も
う
少
し
こ
ん
な
風
に
し
た
ら
良
か
っ
た
、
と
考
え
た
こ
と
が

誰
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
な
ど
も
同
類
で
、
出
来
る
こ
と
な
ら
郵

便
局
員
に
ポ
ス
ト
を
開
け
て
貰
っ
て
修
正
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
。
も
し
な
い
人
が
い
た
ら
相
当
な
自
信
家
な
ん
だ
と
思
う
。

戻
り
梅
雨
と
い
う
季
語
に
よ
っ
て
、
不
完
全
な
ま
ま
で
投
函
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
、
揺
れ
動
く
雰
囲
気
が
よ
く
わ
か
る
作
品
で
あ
る
。

（
文
章
：
瀬
角
龍
平
）


